
図1－2－1 　年齢階級別就業率の推移
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資料：総務省「労働力調査」
（注1）「就業率」とは、15歳以上人口に占める就業者の割合をいう。
（注2）平成23年は岩手県、宮城県及び福島県において調査実施が一時困難となったため、補完的に推計した値を用いている。

〇年齢階級別の就業率の推移
・�年齢階級別に就業率の推移を見てみると、60〜64歳、65〜69歳、70〜74歳では、10年前の平成20
（2008）年の就業率と比較して、平成30（2018）年の就業率はそれぞれ11.6ポイント、10.4ポイン
ト、8.4ポイント伸びている。

〇健康寿命は延伸し、平均寿命と比較しても延びが大きい
・�日常生活に制限のない期間（健康寿命）は、平成28（2016）年時点で男性が72.14年、女性が74.79
年となっており、それぞれ平成22年（2010）年と比べて延びている（平成22年→平成28年：男性
1.72年、女性1.17年）。さらに、同期間における健康寿命の延びは、平均寿命の延び（平成22年→
平成28年：男性1.43年、女性0.84年）を上回っている。

第2節	 高齢期の暮らしの動向

図1－2－2 　健康寿命と平均寿命の推移
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資料：平均寿命：平成13・16・19・25・28年は、厚生労働省「簡易生命表」、平成22年は「完全生命表」
健康寿命：�平成13・16・19・22年は、厚生労働科学研究費補助金「健康寿命における将来予測と生活習慣病対策の費用対効果に関する研

究」、平成25・28年は「第11回健康日本21（第二次）推進専門委員会資料」
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図1－2－4 　�75歳以上の運転者による死亡事故件数及び75歳以上の運転免許保有者10万人当
たりの死亡事故件数

223223

204204

427427

15.115.1

226226

184184

410410

13.513.5

242242

180180

422422

13.013.0

207207

238238

445445

12.712.7

208208

221221

429429

11.411.4

228228

234234

462462

11.511.5

212212

248248

460460

10.810.8

205205

266266

471471

10.510.5

197197

261261

458458

9.69.6

203203

256256

459459

8.98.9

208208183183

235235

418418
460460

7.77.7 8.28.2

20.920.9

16.816.8
15.215.2

18.218.2

15.615.6 15.115.1 14.714.7 14.714.7
13.313.3

12.212.2

252252

10.610.6 11.111.1

平成19
（2007）

20
（2008）

21
（2009）

22
（2010）

23
（2011）

24
（2012）

25
（2013）

26
（2014）

27
（2015）

28
（2016）

30
（2018）

29
（2017）

（年）

（件）
運転免許保有者10万人当たりの死亡事故件数

（件）
死亡事故件数

500

400

300

200

100

0

25

20

15

10

5

0

75歳以上の運転免許保有者数（万人）
29年19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年

513478447425403375351324304283 540
うち、80歳以上

20919618016915514113111910998 221

30年
564

227

75歳以上の運転免許保有者10万人当たりの死亡事故件数（右目盛り）
80歳以上の運転免許保有者10万人当たりの死亡事故件数（右目盛り）

75歳～ 79歳の運転者による死亡事故件数 80歳以上の運転者による死亡事故件数

資料：警察庁統計による

〇75歳以上の運転免許保有者10万人当たりの死亡事故件数は減少傾向
・�75歳以上の運転免許保有者10万人当たりの死亡事故件数は減少傾向にあるが、平成30（2018）年
における80歳以上の高齢運転者による死亡事故件数は252件、運転免許保有者10万人当たりの死
亡事故件数は11.1件と、前年をやや上回った。

図1－2－3 　利用者の年齢階級別インターネット利用率
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資料：総務省「通信利用動向調査」
（注）無回答を除く

〇インターネットを活用する人が増加傾向
・�過去1年間にインターネットを利用したことがあるかについて、利用者の年齢階級別に7年前と比
較すると、60〜69歳が9.5ポイント増と最も大きく、次いで70〜79歳が7.5ポイント増となってお
り、インターネットを利用する60代、70代の者が増加傾向にある。
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